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８
３
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あなたの不安を安心に変える『地域包括支援センター』です。
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ご
み
の
持
ち
去
り
事
案
が

発
生
し
て
い
ま
す

　

市
の
ご
み
収
集
は
必
ず
「
恵
那

市
」
と
記
名
し
て
あ
る
ご
み
収
集

車
か
ト
ラ
ッ
ク
で
、
午
前
８
時
半

以
降
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
最
近
、
資
源
物
な
ど
の

持
ち
去
り
事
案
が
相
次
い
で
発
生

し
て
い
ま
す
。
午
前
８
時
前
に
回

収
し
た
り
、
無
記
名
の
ト
ラ
ッ
ク

で
回
収
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

資
源
物
の
持
ち
去
り
は
、
窃
盗

に
な
り
ま
す
。
犯
行
を
目
撃
し
た

り
、
不
審
者
を
見
か
け
た
り
し
た

場
合
は
、
恵
那
警
察
署
か
環
境
課

ま
で
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
　
年
度
比
　
％
削
減

で
目
標
を
大
き
く
上
回
る

　　

昨
年
度
、
市
役
所
の
事
業
活
動

に
伴
い
排
出
さ
れ
た
温
室
効
果
ガ

ス
は
、
二
酸
化
炭
素
換
算
で
１
万

７
８
５
７
㌧
で
し
た
。
平
成
２１
年

度
と
の
比
較
で
は
、
７
０
２
８
㌧

（
２８
・
２
㌫
）
の
削
減
と
な
り
ま
し

た
。

　

主
な
要
因
は
、
恵
南
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
あ
お
ぞ
ら
を
休
止
し
、

ご
み
処
理
を
エ
コ
セ
ン
タ
ー
恵
那

に
統
合
し
た
こ
と
に
よ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
の
効
率
化
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　

排
出
量
を
部
門
別
に
見
る
と
、

水
道
環
境
部
が
所
管
す
る
施
設
か

ら
が
最
も
多
く
、
全
体
の
６０
㌫
を

占
め
て
い
ま
す
。
ご
み
処
理
施
設

で
の
電
気
や
燃
料
の
使
用
、
し
尿

処
理
や
下
水
処
理
に
必
要
な
電
気

の
使
用
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

次
に
、
ボ
イ
ラ
ー
や
給
湯
設
備

な
ど
燃
料
の
使
用
量
が
多
い
小
中

学
校
や
福
祉
施
設
を
所
管
す
る
教

育
委
員
会
や
市
民
福
祉
部
か
ら
の

排
出
量
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

わ
が
国
は
京
都
議
定
書
で
、
平

成
２０
年
か
ら
２４
年
ま
で
の
５
年
間

の
う
ち
に
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
を
平
成
２
年
の
実
績
か
ら
６
㌫

削
減
す
る
こ
と
を
約
束
。
市
も
こ

の
考
え
方
を
踏
ま
え
て
、
新
市
が

発
足
し
た
平
成
１６
年
度
を
基
準

に
、
平
成
２２
年
度
ま
で
に
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
を
、
６
㌫
削
減
す

る
目
標
を
設
定
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
は
、
平
成
１６
年
度
と
比
較
し
て

３１
㌫
の
削
減
と
な
り
ま
し
た
。
市

で
は
、
目
標
を
大
き
く
上
回
る
削

減
が
達
成
で
き
ま
し
た
。

Ｏ
１
５
７
に
注
意

　

暑
く
な
る
と
よ
く
聞
く
「
腸
管

出
血
性
大
腸
菌
Ｏ
１
５
７
」
は
、

ベ
ロ
毒
素
と
い
う
強
い
毒
素
を
作

る
病
原
性
大
腸
菌
で
す
。

　

腹
痛
や
血
便
な
ど
の
症
状
だ
け

で
な
く
、
乳
幼
児
や
高
齢
者
が
感

染
す
る
と
、
貧
血
や
尿
毒
症
を
併

発
。
時
に
は
、
命
に
関
わ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の

大
腸
菌

は
、
感

染
力
が
強

く
、少
量
の
細
菌
で
感
染
し
ま
す
。

家
庭
内
で
感
染
が
広
が
る
こ
と
が

あ
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

流
行
し
や
す
い
時
期

　

気
温
の
高
い
７
月
―
９
月
。

感
染
原
因　

　

主
に
、
生
肉
が
原
因
と
な
る
こ

と
が
多
い
。

予
防
方
法

①
せ
っ
け
ん
と
流
水
で
、
よ
く
手

を
洗
う
（
ト
イ
レ
の
後
や
調
理
の

前
、
食
事
の
前
な
ど
）。

②
使
用
し
た
調
理
器
具
は
、
そ
の

都
度
洗
剤
で
洗
い
、
熱
湯
な
ど
で

十
分
消
毒
す
る
。

③
手
拭
き
タ
オ
ル
は
共
有
し
な

い
。

④
調
理
の
際
、
十
分
過
熱
す
る
。

血
液
検
査
の
用
語
を
解
説

　

健
康
診
断
な
ど
の
血
液
検
査
の

結
果
を
見
て「
こ
れ
は
何
だ
ろ
う
」

と
思
う
項
目
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。

よ
く
見
る
項
目
を
紹
介
し
ま
す
。

血
糖
値

　

血
糖
値
は
、
血
中
の
ブ
ド
ウ
糖

の
値
で
す
。
基
準
値
は
７０
―
１
０

９
㍉
㌘
／
㌥
㍑（
空
腹
時
）。
値
が

高
い
と
糖
尿
病
が
疑
わ
れ
ま
す
。

Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
エ
ー

ワ
ン
シ
ー
）

　

赤
血
球
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
と

血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
と
が
結
合
し

た
も
の
で
す
。
基
準
値
は
４
・
３

―
５
・
８
㌫
。
値
が
高
い
と
糖
尿

病
が
疑
わ
れ
ま
す
。

Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

　

動
脈
硬
化
な
ど
の
原
因
に
な
る

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
で
す
。
基
準
値

は
７０
―
１
３
９
㍉
㌘
／
㌥
㍑
。
こ

の
値
が
高
い
と
脳
梗
塞
な
ど
の
リ

ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。

Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

　

余
分
な
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
肝

臓
へ
運
ぶ
役
割
が
あ
り
ま
す
。
基

準
値
は
４０
㍉
㌘
／
㌥
㍑
以
上
。
こ

の
値
は
高
い
方
が
良
い
で
す
。

Ａ
Ｓ
Ｔ
（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
）

　

心
臓
や
肝
臓
に
多
い
酵
素
で

す
。
基
準
値
は
１０
―
４０
ユ
ニ
ッ
ト

／
㍑
。
異
常
値
の
場
合
は
、
心
臓

疾
患
や
肝
疾
患
が
疑
わ
れ
ま
す
。

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
Ｇ
Ｐ
Ｔ
）

　

肝
臓
に
多
い
酵
素
で
、
肝
細
胞

の
破
壊
に
よ
っ
て
血
中
に
出
ま

す
。
基
準
値
は
５
―
４０
ユ
ニ
ッ
ト

／
㍑
。
異
常
値
の
場
合
は
、
肝
疾

患
が
疑
わ
れ
ま
す
。

γ
ガ
ン
マ

―
Ｇ
Ｔ
Ｐ

　

肝
臓
や
腎
臓
に
多
い
酵
素
で

す
。
基
準
値
は
、
男
性
７０
ユ
ニ
ッ

ト
／
㍑
以
下
、
女
性
３０
ユ
ニ
ッ
ト

／
㍑
以
下
で
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
を

常
飲
し
て
い
る
と
高
い
値
が
出
ま

す
。
肝
臓
や
胆
管
の
疾
患
が
疑
わ

れ
ま
す
。

尿
酸

　

プ
リ
ン
体（
細
胞
核
の
成
分
）が

分
解
さ
れ
て
で
き
た
老
廃
物
で

す
。
基
準
値
は
男
性
３
―
７
㍉
㌘

／
㌥
㍑
、
女
性
２
―
７
㍉
㌘
／
㌥

㍑
。
血
中
の
尿
酸
が
多
く
な
る
と

結
晶
化
し
、
こ
の
結
晶
が
関
節
に

た
ま
る
と
痛
風
、
腎
臓
に
た
ま
る

と
腎
機
能
障
害
を
起
こ
し
ま
す
。

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略

９月の不燃・資源ごみ収集日【９月は廃乾電池も収集】

町名 地区 収集日

岩村町

新市場、日の出、日の出三、殿町  １日
西町、新町、朝日町、石畑、大根洞、
一色、緑ケ丘  １日

本町、柳町、新道、江戸町  ２日
領家、山上、大通寺、１～３区、上平、
さつきケ丘、八本木住宅、菅沼  ５日

４～８区、旭ケ丘、百合ケ丘、下本郷  ６日

山岡町

原、田代  ７日
上手向  ８日
下手向、釜屋  ９日
山田 １２日
田沢、久保原 １３日

明智町

市場町、宮町、本町、常盤町 １４日
東山町、雇用促進住宅、友愛 １５日
新井町、駅前町、滝坂住宅 １６日
新町、徳間町、向町、東町 ２０日
上・下柏尾、岩竹、安主、土助、才坂、上・
下田良子、大栗、上田、阿妻 ２１日

的場町、片平町、峰山、中切、高波、
馬木、小杉、落倉 ２２日

門野、杉平、杉平２区、野志、大舟、
小泉、吉良見 ２６日

藤内、颪、馬坂 ２７日

串原
中沢 ２２日
全域（中沢を除く） ２７日

上矢作町

大馬渡 ２２日
小笹原、島、達原、横道、飯田洞 ２８日
本郷、木の実 ２９日
漆原（大馬渡を除く）、下、小田子 ３０日

町名 地区 収集日

大井町

１・１４区
（正家後田含む）  １日

２・４区  ２日
３・１３区  ５日
５・６区  ６日
７・８区  ７日
９・１０区  ８日
１１・１２区  ８日

長島町

中野（永田川東）  ９日
中野（永田川西） １２日
正家（後田を除く） １３日
大洞地区 １４日
永田 １５日
久須見 １６日

武並町
藤 ２０日
竹折 ２１日

東野 全域 ２２日

三郷町
野井 ２６日
佐々良木・椋実 ２７日

笠置町 全域 ２８日
中野方町 全域 ２９日
飯地町 全域 ３０日

【９月の日曜リサイクル広場】

□とき　９月１８日㈰午前９時～１１時（雨天中止）

□ところ　恵那総合庁舎駐車場

□回収品目　紙類、古着、飲料缶、瓶類、ペットボトル、プ

ラスチック類、発泡トレー、食用廃油、バッテリー

【９月の食用廃油（使用済みてんぷら油）
の回収】
□とき　９月１０日㈯～１２日㈪

□注意　収集するもの

は食用廃油に限りま

す。廃油を入れた

ペットボトルなど

の容器は、

必ず持ち

帰ってく

ださい。

介
護
相
談
員
は
利
用
者
と

施
設
の
橋
渡
し
役

　

市
で
は
、
市
内
の
介
護
保
険
施

設
に
介
護
相
談
員
を
派
遣
し
て
い

ま
す
。
相
談
員
は
、
利
用
者
の
話

を
聴
い
て
相
談
に
応
じ
、
利
用
者

と
施
設
の
間
の
問
題
が
解
決
す
る

よ
う
橋
渡
し
を
し
て
い
ま
す
。

　

直
接
、
施
設
に
言
い
に
く
い

サ
ー
ビ
ス
へ
の
不
満
や
要
望
、
日

常
の
不
安
な
ど
を
相
談
員
が
聴

き
、
施
設
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

「
施
設
に
な
じ
め
ず
困
っ
て
い

る
」「
自
宅
の
事
が
気
に
な
る
」「
リ

ハ
ビ
リ
の
回
数
を
増
や
し
て
ほ
し

い
」
な
ど
の
相
談
や
、
夏
祭
り
な

ど
の
行
事
に
参
加
し
、
施
設
の

サ
ー
ビ
ス
の
把
握
も
し
ま
す
。

　

現
在
、
１７
人
の
相
談
員
が
、
月

に
１
、
２
回
施
設
を
訪
問
。
利
用

者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
を
十

分
に
配
慮
し
、活
動
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
相
談
員
の
活
動
に
つ
い
て

は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

後
期
プ
ー
ル
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
の
受
講
者
を
募
集
　

　

６５
歳
以
上
で
、
介
護
保
険
の
認

定
を
受
け
て
い
な
い
方
を
対
象

に
、
山
岡
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
で

水
中
運
動
教
室
「
後
期
プ
ー
ル
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

プ
ー
ル
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
年
齢

や
性
別
に
関
係
な
く
、
泳
げ
な
く

て
も
安
心
し
て
で
き
る
運
動
で

す
。
個
人
は
も
ち
ろ
ん
友
人
を

誘
っ
て
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
か
、
福
祉
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

□
と
き　

９
月
２９
日
―
１２
月
８
日

（
１１
月
３
日
を
除
く
毎
週
木
曜
日
）

午
後
１
時
―
２
時
（
全
１０
回
）

□
定
員　

２０
人
程
度
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
）

□
料
金　

▽
受
講
料
＝
無
料　

▽

施
設
使
用
料
＝
３
０
０
円
／
回

□
講
師　

吉
田
宏
子
さ
ん

３１

１６

▲連絡会で相談員は役割を再確認


